




































































































































































































































トとして、国際連合・社会活動部から派遣され、1949（昭和 24）年 11 月５日来日した















































　本人の執筆連載は、誌名不明で全 12 回掲載された「セミドキュメンタリー 教師と子
どもの小さな物語」（昭和 49 年１月〜？）、東北電力新聞に連載された「父親と子ども」
（年号不明、９月〜３月、東北北陸の企業を訪問して、職員家族をレポート）「おお子ど
もたち」（全 6 回、最終回は 1977 年９月）「電力の新婚家庭」（全 11 回、初回は 1977 年



























































































































　『裁かれた教室』だけではなく、タイトルはつけられていないが「昭和 18 年 10 月 21 日、
私は３年の拘禁を終へて刑務所から出て来た。……」で始まる出所後の体験を記した







　『講演メモ』No. １は、1957（昭和 32 年）の１月から 12 月まで、No. ２は 1958（昭和
18
33）年１月から 34 年７月まで 、No. ３は 1959 年８月から 1960 年（昭和 35）年 12 月まで、
以下 No. ４から以降は年度ごとに１冊の記録となっており、No.17 が 1974（昭和 49 年）
版である。

















　　　     界 34 冊、音のない愛情の世界
２月 13 日相去中学校　新しい道徳、親の世界子ども世界 11 冊、音のない愛情の












 雪の中の農家イロリに犬毛皮の男 10 人くらい

































































































































































1959 年 12 月　『実話・子どもの導き方』国土社　＊
1960 年？月　『母と子の小さな物語』至誠堂　＊
1960 年３月　『生活の知恵のしつけ』麦書房　＊

























1972 年 10 月　『愛情と知恵のしつけ』明治図書
1972 年 10 月　『鈴木道太著作選』１巻、第２巻　明治図書　＊























































赴任。40 年 11 月 20 日未明、綴方教師弾圧時事件で検挙され、有罪、宮城刑務所で実























































著 pp.166 － 171）。また杉山明男の『集団主義教育の理論』（明治図書、1977 年）でも、
「生活綴方実践者の志向」として、村山俊太郎と並んで、かなりのページを割いて鈴木



























































































































































































































































































































































































































には、鈴木の個人雑誌『綴方評論』1934 年 10 月発行の巻頭論文「綴方に於ける地方性と
北方性」が収録されている。
２）毎日新聞 1993 年３月 25 日付に星道代さんが鈴木の遺品の資料を寄贈した時の記事が掲
載されている。
３）寄贈された鈴木の蔵書 5598 冊等については、 宮城県子ども総合センターの編集で「鈴木
道太文庫目録」（2002 年３月）が作成された。




























































同誌 41 号、43 号に鈴木の懸賞論文が再録されている。
17）事典における鈴木道太の解説記事は、唐沢富太郎編『図説教育人物事典』上巻（ぎょうせい）


















21）たとえば『子ども組織の教育学』（青木書店、1986 年３月）の pp.149 － 152、および『地









学的訓育論における『生活』概念の検討」福岡教育大学紀要第 31 号、1981 年もある）
　平岡さつき「生活教育論争における〈教育目標・評定尺度〉問題」『児童文化研究所所報』（上
田女子短期大学）2005 年






















相談所『みやぎの児童相談 40 年』1989）。また加藤俊二『児童相談所 70 年の歴史と児童相談』
（明石書店、2016 年 11 月）には、年表に 1950（昭和 25）年１月、キャロル女史大阪中央
児童相談所で指導開始（講義・ケーススタディ）キャロル女史らの専門教育（１）アメリ
カにおけるケースワークの実際、（２）ケースワークの仕方、（３）ケースヒストリーの取









われていた（昭和 38 年には登録里親への委託率は 65％、松本武子『里親制度の実証的研究』





28）厚生省児童局『児童福祉のために』（1950 等にも所収＝同書 p.20 以下は「児童福祉と家庭」
との項目があり、健康な家庭と不良化の家庭の記述があり、その後に児童指導班と子供ク
ラブ、子供の遊び場の記述もあり）を取り上げている。
29）当時は戦後非行の第一の波を受け、非行の未然予防が社会的課題となり、社会教育ない
し地域福祉領域では、前述の厚生労働省「少年不良化防止家庭のしおり」（1949）、文部省
1951 年「児童愛護班のしおり」、「子どもクラブのあり方」等が発行されている。
30）目次には「鈴木道夫」と誤植されているが、本文は鈴木道太で、論文名は「教育技術の役割」
である。
（付記）
　小論の第１章「鈴木道太文庫──その内容と価値」に関する記述は、調査に同行した
メンバー齋藤史夫・竹原幸太・山田恵子の協力を得ている。おおむね次のように分担
［「鈴木文庫とは（山田恵子）」、「鈴木道太文庫の全容（竹原幸太）」、「未整理資料の内容
（齋藤史夫）」］され、増山が白石市図書館で第２次調査を行い、再確認したうえで最終
的にまとめを執筆したものである。また、第２章における「鈴木の活躍の分野について」
は、阿比留久美（社会教育）、齋藤史夫（地域文化創造・子ども文化）、山田恵子（児童
福祉）、竹原幸太（少年司法）と研究課題を共有し、各人の今後に向けての基礎作業（メ
モ・作業ノート）を参考にしている。また、鈴木の著書・論文リストの作成に当たっては、
岸本麻依・王雪（大学院修士課程）の協力を得た。今後、研究チームメンバーにより
各領域での本格的な独立論文が執筆される予定である。
